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初期濃度 100 μmol / L の BPA 水溶液に様々な添加物を加えて超音波照射を行った。添加する物質
としてメタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、NaCl、四塩化炭素のうち、いずれか 1 種類を用
いた。試料体積は 50 mL として二口なす型フラスコに入れ、ゴム栓を装着させて密閉した。環境下の条件
に近づけるため、溶存ガスには空気をそのまま使用した。この試料を一定時間おきにサンプリングし、高
速液体クロマトグラフィーと紫外可視分光光度計を用いて各々の試料の BPA 濃度の経時変化を調べた。 
3.結果と考察 
超音波分解の結果、四塩化炭素を加えた場合のみ BPA 分解の促進が見られた。アルコールを添加し





この理由として、四塩化炭素に超音波が照射されることで C-Cl 結合が切られ、Cl ラジカルが生成され
ることが考えられる。BPA の超音波分解は OH ラジカルによるラジカル反応が主な分解経路である。ここ
で、四塩化炭素を加えたことで生成した Cl ラジカルが存在することで、ラジカル反応の効率が上昇する。
一方、アルコールを加えた場合は、主な反応場所である気液界面においてアルコール分子と BPA 分子
が OH ラジカルを取り合う。その結果、BPA 分解の効率が落ちると考えられる。 
  添加物質なし NaCl 添加 四塩化炭素添加 
分解速度定数(h-1) 4.3 4.3 12 
 
